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みんなで作ると美味しいね‼ 
滝沢市ファミリー・サポート・センターでは11月30日、滝沢ふるさと交流館

を会場に、会員交流会を開催しました。この日は、お子さんと一緒に作り、食
べる楽しさを体験しようと「ひっつみ」作りに挑戦しました。ひっつみを上手
に延ばしたり、個性的な形にしたりと、思い思いに楽しみました。

参加した親子からは、「自宅でもまた作ってみたい」、「簡単に作れて楽しかっ
た」などの声が寄せられ、岩手の郷土料理を囲んだあたたかい交流となりました。

●滝沢市社会福祉大会開催報告………… ②③
●「滝沢これからカフェ」開催案内他 …… ④
●各種講座の開催案内……………………… ⑤
●相談日程・寄附・川柳…………………… ⑥
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大　会　宣　言
一、地域福祉活動の拠点として、地域住民誰もがいつでも気軽に集い、利用できる交流の
場の確保を目指します

一、「人材づくり」「地域づくり」「仕組みづくり」を軸に策定した第２期地域福祉活動計画
を、地域住民の参画のもと、行政と協働し、社会福祉関係者が一丸となって取り組み、
地域福祉分野の更なる充実・強化を図ります

一、成年後見制度の推進に向けて、誰もが地域で安心して暮らすことができるよう、権利
擁護に対する意識醸成を図り、関係機関との支援体制の構築に努めます

一、福祉教育の推進やボランティア活動の振興などを通じて、住民相互の「支えあい・助
け合い」活動を支援し、災害にも備えた安全安心なまちづくりを推進します

一、福祉分野のみならず、医療・保健・教育・労働など、多種多様な分野の組織、機関と
のネットワークを強化し、多様なサービスの提供や活動の展開に努めます

第33回滝沢市社会福祉大会
落語で
わかるるる“成年後見制度”

第
₃₃
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会

が
11
月
2₃
日
、
滝
沢
ふ
る
さ
と
交

流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
５
項
目

の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
2₄
名
・
3
団
体
の
皆
様
に
表

彰
状
、褒
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
福
祉
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
市
内
の
小
中
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
表
彰
と
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
本
人
に
よ
る
朗
読
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
口
演
で
は
、
落
語
家　
桂

ひ
な
太
郎
師
匠
︵
写
真
中
央
︶
を

講
師
に
迎
え
、成
年
後
見
落
語﹁
後

見
爺
さ
ん
﹂
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
笑
い
を
交
え
な
が
ら

制
度
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

カ
シ
オ
ペ
ア
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
小
野
寺
幸
司
所
長
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
お
二
人
に
よ

る
制
度
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
例
を
交
え
た
解
説
に
会
場
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

特定非営利活動法人カシオペア権利擁護支援センター
小野寺幸司 所長

優良社会福祉地区の部で表彰を受けた
牧野林ゆいづくりの会 釜澤有人 代表 ( 写真左 )
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第
33
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会
被

表
彰
者
（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

～
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事

業
従
事
者
と
し
て
社
会
福
祉

事
業
の
推
進
に
貢
献
し
功
績

が
顕
著
な
方
・
団
体
～

《
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
》

角
掛　

節
生
（
一
本
木
）

藤
倉　

恭
一
（
大
沢
）

塚
本　

潤
一
（
姥
屋
敷
）

工
藤　

克
之
（
元
村
）

《
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
》

菊
池　

彩
子
（
元
村
）

嵯
峨　

知
義
（
元
村
）

小
関　

博
美
（
巣
子
）

戸
鎖　

悠
子
（
一
本
木
）

斎
藤　

麻
衣
子
（
小
岩
井
）

佐
藤　

美
由
紀
（
元
村
）

村
上　

明
美
（
鵜
飼
）

関
口　

真
弓
（
鵜
飼
）

田
村　

千
賀
子
（
元
村
）

澤
口　

広
幸
（
鵜
飼
）

米
内　

泉
（
鵜
飼
）

上
田　

綾
子
（
元
村
）

多
田　

早
苗
（
鵜
飼
）

姫
野　

友
美
（
鵜
飼
）

菊
池　

あ
ゆ
み
（
元
村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
》

小
岩
井
駅
前
歯
科
（
小
岩
井
）

㈲
盛
岡
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
（
元

村
）

◆
優
良
社
会
福
祉
地
区

～
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
福

祉
活
動
が
活
発
で
、
実
績
が

顕
著
な
地
区
～

牧
野
林
ゆ
い
づ
く
り
の
会

◆
共
同
度
金
運
動
功
労
者

～
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に

積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

た
方
～

下
田　

富
幸
（
篠
木
）

長
内　

善
男
（
鵜
飼
）

佐
々
木　

等
（
元
村
）

◆
褒
賞
（
在
宅
介
護
）

～
多
年
に
わ
た
り
在
宅
要
援
護

者
の
介
護
に
貢
献
し
た
方
～

山
本　

な
お
子
（
長
根
）

遠
藤　

久
子
（
長
根
）

令
和
元
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者（
敬
称
略
）

応
募
総
数
一
、五
二
二
編

◆
小
学
１
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

工
藤　

優
響　
　

《
優
秀
賞
》

柳　

沢　
　

佐
藤　

幸
太
郎

《
佳
作
》

一
本
木　
　

藤
原　

佳
奈

篠　

木　
　

土
川　

塔
子

◆
小
学
２
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
二　
　

細
野　

陽
奈

《
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央　

佐
藤　

奏
多

篠　

木　
　

今　

優
衣

《
佳
作
》

一
本
木　
　

村
田　

瑞
姫

滝
沢
二　
　

田
中　

諒
暉

篠　

木　
　

村
上　

陽
斗

◆
小
学
３
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

柳
谷　

祐
希

《
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

佐
々
木　

梨
乃

滝
沢
東　
　

加
賀
谷　

吏
輝

《
佳
作
》

滝
沢
中
央　

田
鎖　

花
那

鵜　

飼　
　

久
米
本　

彩
晴

滝
沢
東　
　

山
崎　

叶
晴

◆
小
学
４
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　
　

中
村　

凛
音

《
優
秀
賞
》

滝　

沢　
　

松
﨑　

凉
乃　

滝　

沢　
　

上
澤　

柚
稀

《
佳
作
》

滝
沢
中
央　

瀬
浪　

か
ん
菜

鵜　

飼　
　

日
影　

雅
也

篠　

木　
　

下
道　

輝
良

◆
小
学
５
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

横
澤　

咲
弥

《
優
秀
賞
》　

滝
沢
中
央　

横
田　

衣

鵜　

飼　
　

長
瀨　

蘭

《
佳
作
》

滝
沢
中
央　

黒
沼　

克
弥

滝　

沢　
　

伊
佐　

羽
未

滝　

沢　
　

内
川　

優
華

◆
小
学
６
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　
　

佐
藤　

凛
佳

《
優
秀
賞
》

滝
沢
中
央　

佐
々
木　

龍
我

滝
沢
東　
　

竹
内　

咲
空

《
佳
作
》

柳　

沢　
　

三
浦　

夢
穂

滝
沢
中
央　

小
山　

彩
生

滝
沢
二　
　

高
橋　

佑
奈

◆
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　

２
年  

大
平　

琳

《
優
秀
賞
》

滝　

沢　

１
年  

佐
野
峯 

花
音

滝
沢
二　

２
年  

斎
藤　

悠
羽

《
佳
作
》

滝　

沢　

３
年  

前
川　

岳
登

滝　

沢　

３
年  

葛
西　

未
泉

滝
沢
二　

２
年  

須
藤 

は
る
美

◆
高
校
生
の
部

《
優
秀
賞
》

盛
岡
農　

２
年  

阿
部　

逸

盛
岡
農　

３
年  

熊
谷　

侑
菜

第
72
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

11
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た
第
72

回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
で
は
、

永
年
の
功
績
を
称
え
、
滝
沢
市

か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
岩
手
県
知
事
表
彰

坂
本　

兼
広

小
林　

智
寿
子

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

角
掛　

優
子

藤
原　

裕
美
子

小
原　

知
子

大
村　

東
子

田
中　

素
直

佐
藤　

和
敏

工
藤　

玲
子

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
褒
賞

土
屋　

靜
子

●
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
長
表
彰

田
中　

榮
子

小
山　

光
孝

嶽
間
沢　

吉
昭

渡
邉　

み
ち
子

井
上　

松
悦

関　

靜
江

八
重
樫　

和
德

熊
谷　

優
子

各学年の最優秀賞受賞者７名には、作品を朗読して
いただきました。
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作りたてのお餅を並べて記念撮影

昨年８月に開催した際の様子

「滝沢これからカフェ」～私たちが始めた通いの場～

山本コーディネーター

今
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ご
紹

介
す
る
の
は
、
巣
子
自
治
会
東
町
内
会

で
行
わ
れ
て
い
る
﹁
東
町
内
会
お
茶
っ

子
ク
ラ
ブ
﹂
で
す
。

町
内
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く
し

た
い
と
い
う
有
志
の
思
い
か
ら
、
平
成

₂₈
年
６
月
よ
り
、
住
民
に
呼
び
か
け
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は﹁
忘
年
会
﹂の
開
催
で
し
た
。

餅
つ
き
を
し
、
胡
麻
や
き
な
こ
等
７
種

類
を
参
加
者
全
員
で
作
っ
て
食
べ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を
持
ち
合
わ
せ

て
作
っ
た
お
餅
の
味
は
格
別
で
し
た
！

﹁
新
年
も
健
康
に
気
を
付
け
、
大
い
に

語
り
、
大
い
に
笑
い
、
良
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
﹂
と
、
令
和
元
年
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

◎﹁
東
町
内
会
お
茶
っ
子
ク
ラ
ブ
﹂

●
開
催
場
所

滝
沢
市
第
７
分
団
屯
所

●
開
催
日
時

毎
月
第
２
月
曜
日

₁₀
時
₀₀
分
か
ら
₁₂
時
₀₀
分

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
つ
な
が
り
、
地
域
で
の
支
え

合
い
を
強
め
て
い
く
た
め
に
、
当
会
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

︵
地
域
支
え
合
い
推
進
員
︶
を
１
名
配
置
し
て
、
身
近
な
地
域
で
の
通
い
の

場
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

あ
な
た
の
地
域
の＂
通
い
の
場
＂

昨年８月に開催した「滝沢これからカフェ」では、「公共交通」をキーワードに他県での取組み事例
について紹介を受けました。また、普段利用している公共交通機関の「便利」「不便」について、参加
者同士で意見交換を行いました。

今回の「滝沢これからカフェ」では、立ち上がってから数年の「通いの場」に着目します。発表者の
皆さんには、地域で「通いの場」を始めたきっかけや、苦労していること等についてお話しいただき、
ご来場の皆さんと情報共有の場にしたいと思います。

〇日　時　令和２年２月13日（木）
　　　　　開会14時00分　閉会16時30分
〇会　場　ビッグルーフ滝沢　大ホール
〇講　師　岩手県立大学社会福祉学部
　　　　　准教授　佐藤　哲郎　氏
〇発　表　住民の皆さん（６団体）
〇定　員　100名
〇申込み　２月７日（金）まで社会福祉協議会へ
　　　　　電話684-1110　FAX 684-1121

第４回
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お知らせ・ご案内滝 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会
住　所　滝沢市中鵜飼 47 －１

滝沢市市民福祉センター内
T E L　684 － 1110　F A X　684 － 1121
E メール：info@takizawa-shakyo.or.jp



市民福祉センター主催各講座
受 講 者 募 集！

各種ボランティア養成講座
受 講 者 募 集！

どの講座も初心者向けの内容です。一緒に学
んでみませんか？市内在住の方であれば、どな
たでもご参加いただけます。

【申込み・問合せ】 滝沢市社会福祉協議会
 電話 684︲1110
○会場はいずれも滝沢市市民福祉センター

要約筆記ボランティア養成講座
聞こえの不自由な方に、話を文字にして伝える

活動です。講座では、話の意図を正しくつかみ、
速く、読みやすい文章にまとめる技術等を学びます。
●日　時　①１月29日（水）、②２月 ５日（水）
　　　　　③２月12日（水）、④２月19日（水）
　　　　　⑤２月26日（水）
　　　　　全５回、いずれも18:30～20:30
●講　師　岩手県登録パソコン要約筆記者
●定　員　10名
●持ち物　筆記用具
●申込み　１月24日（金）まで

楽しい手話講座（入門編）
初めて手話を学ぶ人を対象に、あいさつや自

己紹介など、簡単な会話について学習する入門
講座です。

小中学生や高校生はもちろん、親子での参加
など、手話に興味をお持ちの方はぜひ一度触れ
てみてください。
●日　時　①２月 １日（土）、②２月 ８日（土）
　　　　　③２月15日（土）、④２月22日（土）
　　　　　全４回、いずれも13:30～15:30
●講　師　手話サークルわすれな草
●定　員　15名
●持ち物　筆記用具
●申込み　１月29日（水）まで

音声訳ボランティア養成講座
視覚に障がいがある方や、文字が読みにくい

方のために、文字や写真等を音声化します。
●日　時　①２月 ６日（木）、②２月13日（木）
　　　　　③２月20日（木）、④２月27日（木）
　　　　　全４回、いずれも13:30～15:30
●講　師　岩手音声訳の会
●定　員　10名
●持ち物　筆記用具
●申込み　１月31日（金）まで

和菓子作りを通じて、「和」の世界を一緒に味
わってみませんか？市内在住の方であれば、ど
なたでもご参加いただけます。

【申込み・問合せ】滝沢市市民福祉センター
電話 684︲2233 又は、684︲1110
○会場はいずれも滝沢市市民福祉センター

花まんじゅう作り方講座
●日　時　２月８日（土）10:00～13:00
●講　師　太野ヒデ子さん
●定　員　15名（先着順）
●参加費　700円（材料代）
●持ち物　持帰り容器、エプロン、三角巾又は
　　　　　バンダナ
●申込み　 １月27日（月）９時より電話又は窓

口で受付を開始します。

本格和菓子『ねりきり』作りと
抹茶を楽しむ講座

●日　時　２月15日（土）10:00～12:00
●講　師　冨司幸雄さん
●協　力　滝沢市茶道協会
●定　員　15名（先着順）
●参加費　700円（材料代）
●持ち物　持帰り容器、エプロン、三角巾又は
　　　　　バンダナ
●申込み　 ２月３日（月）９時より電話又は窓

口で受付を開始します。

きりせんしょの作り方講座
●日　時　３月７日（土）10:00～13:00
●講　師　太野ヒデ子さん
●定　員　20名（先着順）
●参加費　700円（材料代）
●持ち物　持帰り容器、エプロン、三角巾又は
　　　　　バンダナ
●申込み　 ２月25日（火）９時より電話又は窓

口で受付を開始します。
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無料相談所のお知らせ ご予約 ☎684-1110

相　談　名 月　　日 時　　間 会　　場 予約締切日

く ら し の 相 談
くらしの相談員が、困り事の相談に応
じます。

　１／２８（火）

10：00－12：00
滝沢市市民
福祉センター

予約不要　２／２５（火）

　３／１０（火）

相続 ･ 登記相談
司法書士が、相続や登記に関する問題
などに応じます。

≪ご予約が必要です≫

　２／１３（木）

10：00－15：00
スマイル ･
すまいる

　２／１０

　３／１２（木） 　３／１０

法 律 相 談
弁護士が、財産や債務問題、その他生
活のトラブルなどの問題に応じます。

≪ご予約が必要です≫

　２／　４（火） 14：00－16：00

スマイル ･
すまいる

　１／３１

　２／１８（火） 10：00－12：00 　２／１４

　３／　３（火） 14：00－16：00 　２／２８

　３／１７（火） 10：00－12：00 　３／１３

市民の皆さまを対象とした各種相談所を開設しています。
ひとりで悩みを抱え込まず、一緒に考えましょう。
プライバシーは厳守します。

課
題
　「
　
負
担
　
」

一
本
木
仙
人　

選

願
わ
く
ば　

無
く
し
て
ほ
し
い

自
己
負
担

仙
波　

幸
男
（
川
前
）

家
事
負
担　

夫
に
任
せ
て

妻
上
座

小
川　

裕
二
（
元
村
）

２
％
の　

負
担
を
浮
か
す

テ
イ
ク
ア
ウ
ト

工
藤　

玲
子
（
長
根
）

高
齢
者　

認
知
症
検
査

負
担
増
え

久
保　

武
夫
（
川
前
）

か
ご
持
参　

負
担
減
ら
し
て

買
い
物
し

久
保　

フ
ミ
（
川
前
）

次
回
課
題　
「
学
び
、
学
ぶ
」

応
募
先　

〒
〇
二
〇
‐
〇
六
五
四

滝
沢
市
中
鵜
飼
四
十
七
―
一

滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
「
福
祉
川
柳
」
係
り
ま
で

締
め
切
り　
　

二
月
十
日

投
句
数　
　
　

ひ
と
り
三
句
ま
で

　
（
掲
載
は
五
句
と
な
り
ま
す
）

※
作
品
を
添
削
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
氏
名
に
は
振
り
仮
名
を
。

サ
ン
タ
さ
ん
に
会
え
た
よ
♪

﹁
親
子
サ
ロ
ン
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
﹂
で
は
、
₁₂
月
₂₀
日

（
金
）
に
恒
例
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
中
身
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
よ
る
手
作
り
の
指
人
形
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

親
子
サ
ロ
ン
は
、
次
の
日
程
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

︻
鵜
飼
地
区
︼毎
週
金
曜
日
₁₀
時
₀₀
分
ー
₁₁
時
₃₀
分

ス
マ
イ
ル
・
す
ま
い
る

︻
北
部
地
区
︼毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
₁₀
時
₀₀
分
ー
₁₁
時
₃₀
分

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

₁₁
月
1
日
か
ら
₁₂
月
₂₅
日
ま
で
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

《
法
人
の
た
め
に
》

・
岩
手
も
り
お
か
会
様

５
４
，
４
６
４
円

・
滝
沢
市
精
神
保
健
福
祉
会
様

５
，
０
０
０
円

・
細
野
清
様

１
０
，
０
０
０
円

・
匿
名

１
０
，
０
０
０
円

《
使
途
指
定
寄
附
》

・
大
釜
保
育
園
様
、
大
釜
幼
稚
園
様
、
東
林
寺
様
、

　

み
ち
の
く
プ
ロ
レ
ス
様

１
１
６
，
０
０
０
円

・
滝
沢
市
商
工
会
女
性
部
様

５
０
，
０
０
０
円
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